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• 予防接種後に、息苦しさなどの呼吸器症状がみられれば、
まず、アドレナリン製剤の注射を大腿前外側部や肩に行い
ます。そのあと、症状を軽くするために、気管支拡張薬等
の吸入や抗ヒスタミン薬、ステロイド薬の点滴や内服など
も行います。
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１０.副反応について

アドレナリンシリンジ

・保険医療機関で副反応に対する対応や治療を行った場合に
は、保険診療とすることができます。
・救急搬送が必要となった場合は、病院群輪番制病院など長
崎医療圏の救急医療体制で対応することとなりますが、消防
を含め、円滑な搬送ができるよう関係部局と連携を図ってま
いります。



• 新型コロナウイルスワクチン接種後の副反応に関する診療体制

17

１０.副反応について

（長崎医療圏）
・長崎みなとメディカルセンター
・長崎原爆病院
・済生会長崎病院


